第10回　施設処遇検討会議　議事録　H23.7.4

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部S.G.M・中村文洋・小笠原嘉紀・須々田珠実

・馬渕豊子・中岫かなえ・木村春子

　　　　　　　　　　　   　　　　（欠席者：小坂和子・上平ユリ子・秋山S.G.M）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：木村　春子
議題

１：倉石　ヨシエ様　（青風荘入所者様）の処遇について

２：藤村　翔様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：倉石　ヨシエ様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：高血圧
＜問題点・介入方法＞

①　高齢による身体機能の低下（体重過多･筋力低下・高血圧）

· 毎回健康プログラム時に体重・体脂肪を量り、自分の数値を意識してもらう。また、身体的の機能低下を予防する為、健康プログラムで予防体操、朝の体操等を継続して実施する。

・　高齢の為プログラム参加時は体調を確認し、無理なく出来る範囲で行なえるようにする。不調を訴えたときは、落ち着ける環境で休養していただき様子を見ていく。
· プログラムの際は椅子に座って、安定した体勢で無理のない運動をして頂く。

· 運動プログラムを拒否した時は､本人の体調を受容しつつ、分かりやすい言葉で運動の必要性を説明し、動ける範囲で運動するよう促していく

・　外出時(散歩、外来、レク等)はつまずいて転倒しないように、常に傍で付き添い見守る。移動時ゆっくり歩くように促し、途中休憩を取りながら無理させないようにする。

· 骨折等の怪我に繋がらないよう、立ち上がりや移動時、日中の活動時にはデイナイトケアとも連携しそばで付き添い見守る。

· 食事量を把握し、残食の多い時は体調を確認する。

・　バイタル測定し経過観察して､高値が続くようであれば主治医ヘ情報提供する。

②　妄想的発言（神様の仕業等）を理由に身体的不調を訴えたり、物事を拒否したりする。

・　妄想的発言時は傾聴し、本人の不安を受容しつつ、分かりやすい表現を用いながら不安の軽減に努める。

・　物事を拒否した場合は、納得できるよう説明しながら促し、焦らせずにゆっくり待つようにする。

③　外に出たがらず､生活の幅が狭い。

· 無理をしない範囲で美容院や買物に出掛け、楽しみの幅を広げる。

・余暇時間は好きな歌謡番組や時代劇をみせ、楽しみを増やして行く。

＜評価＞
・80歳という高齢でもあり、身体機能の低下が見られるが、身体的機能の低下を予防する為、ストレッチや体操などを取り入れ、負担とならないよう現状維持できるように介入していく。また、病状の安定を図り、デイナイトケアへの送りは付き添いし、骨折や怪我に繋がらないよう見守りも必要となっている。妄想発言や身体機能の低下を防ぎながら、現状維持を保ち、本人のニーズを把握し、趣味範囲も広げていくよう介入していく。

２：藤村　翔様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：なし

＜問題点・介入方法＞

①服薬自己管理（継続）

・6/4アセスメント行ない、忘薬、誤薬がない事を本人からも確認。自己管理に負担はないと話される。見守り、声掛け服薬理解を継続して促し3段階にステップアップする。（チェックシート省略）

・主治医への報告をスタッフ同行受診希望ある為同行する。

②病状理解（幻聴、イライラ感の訴え）

・変化する事に反応されて不思議に思って唐突に話し解釈にも特徴があるので捉え方や理解力が適性かどうかを率直な意見を聞いて修正、柔軟な理解をする事でイライラ感の解消に繋がる事と気づけるよう促す。

・体調変化を徐々に言葉で表現する機会も増えて、他者会話や意見交換を促し、面談で情報整理する支援を行い現実検討と振り返りを重ね落ち着いて受け止めるよう見守る。

③家族支援（自宅外出泊バス利用）

・自宅外出、外泊時移動をバス利用に切り替え不安時は同行支援を行い、家族交流と距離感を保つ機会として帰荘後振り返りを行う。

④金銭管理

・自立度を引き上げる目的で金銭自己管理を行う。必要に応じてATM利用、支出入を実行、１ヶ月分の生活費の目安を経験、管理を支援する。

＜評価＞

　・現在、服薬自己管理はチェック表を用いて行っているが、誤薬・忘薬もない為、主治医へ報告し

　　完全な服薬自己管理に移行して行く事とする。将来的にはご家族はグループホームなどに入り自立し、年金管理などもできる様にと願っている。本人は自宅に帰りたいと、病気発祥前に、勤務していた鉄工所でまた働きたいと思っている。入院生活が長かったせいもあり、地域生活に馴染めない部分も見られる為、他者が挨拶しても返さない事もある。ＳＳＴや自主会を通じて、自分の意見を言えるように、また、他者の意見も聞き入れられるように介入していく。実生活場面に近いような生活をさせて、色んな所に出かけたり、色々な経験を積みながらステップアップしていく。自宅へバスで自分が帰りたい時に帰れるように、バスの利用も継続して行っていく。













